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２０１３年度 

「かりいほ茶」のお知らせ 

２０１１年６月から始まったお茶の出荷制限が、今年の３月に解除され、かりいほ茶が販売

できる運びとなりました。 

この２年間、地道に手入れを続け、育てた新芽を刈り捨てると言う非常に辛い経験をしまし

た。自園自製茶を目指し、ついに完成した製茶工場も眠らせているだけの状態でした。そのた

め、今年の茶摘みは非常に感慨深いものでした。去年の新芽が肥やしになっているかと思う

と、例年にまして感謝の思いが溢れ、喜びと希望に満ちたものでした。 

 今年の春は、桜が早くお茶も早まるのではと期待していましたが、５月に入ってから寒さが

戻り、結局例年より遅い茶摘みとなりました。また、遅霜の影響もあり収量が例年の半分程度

になってしまいました。一芽一芽の重みを感じながらの茶摘みでした。 

 かりいほ製茶工場も、販売にむけ、ついに始動しました。トラブル続きの稼働でしたが、待

ちに待った「かりいほ自園自製茶」の幕開けとなりました。 

 今年のお茶は「朝陽」と名付けました。２年間の出荷制限が解除された夜明け、かりいほで

の自園自製茶の始まりという思いを込めました。 

 かりいほでは、３０年ほど前から施設にある山の斜面を開墾し安全で健康なお茶作りに取り

組んでまいりました。今までと同じように、農薬を使わず、有機肥料だけで茶木を育て安心し

て飲めるお茶作りをしていきたいと考えています。 

製茶は難しく、まだまだ技術不足ですが、その年々の自然の恵みや自分たちが掛けた愛情が

お茶の味・香・色で楽しんでもらえる加工が出来ればと思っています。 

 今後とも「かりいほのお茶作り」を応援くださいますよう、よろしくお願いします。 

かりいほ煎茶  「朝陽」 

１００ｇ ５００円 

農薬・化学肥料不使用 

かりいほ ほうじ茶 

１５０ｇ ５００円 

１００％手摘み 

農薬・化学肥料不使用 
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午前 7 時，栃木明徳会の入所者 6 名職員 3 名，NPO 法人就労支援事業者機構のワゴン車で

「かいりほ」に出発しました。 

 栃木明徳会は栃木市内にある定員２０名の女性専門の更生保護施設です。 

 入所者は規則正しい生活をしながら生活習慣を身に付けると共に，一日でも早く仕事に就

いて自立資金を蓄える努力をしています。 

 入所者は所持金が僅かな者が多く，親族や知人とも疎遠の者が多いため，援助等は期待で

きない現状ですが，皆，一生懸命に仕事に励んでいます。職員は「行ってらっしゃい。気を

付けてね。」「お帰りなさい。お疲れさま。」と労いの声掛けを行い，継続して就労できるよ

うに指導をしています。しかし，慣れない仕事に疲れたり，人間関係で躓いたりと社会生活

でストレスを溜め込み仕事を退職する結果になることがあります。 

 そんな時，自然豊かな場所で素晴らしい処遇を行っている施設があることを知り，見学に

お邪魔したのが「かりいほ」でした。そして，次の年から茶摘みボランティアに参加するよ

うになりました。 

 少し旅行気分の参加者たちは「かいりほ」に到着すると，利用者の人たちの明るく元気な

挨拶で迎えられました。 

 腰に籠を結びつけて，準備完了です。グループごとに分かれて茶畑へ移動し，摘み方の説

明を受けて，お茶摘みの開始です。はじめは一本ずつ丁寧に摘んでいたために，作業が進ま

ずいましたが，だんだんと要領が良くなってきて，籠はお茶の葉で山盛りになりました。こ

の分だと目標達成も早いね。みんな張り切って茶摘みに没頭しました。茶畑は傾斜地にある

ため，足腰に負担が来て大変でしたが，弱音を吐くものはなく，不思議に疲れは感じません

でした。豊かな自然の力なのかもしれません。   

帰りは道の駅「与一の里」で休憩して，アイスクリームをいただきながら，茶摘みの感想

を話し合いました。 

 

 Ｏ子（５１歳） 

 私にも障害のある子供がいるので職員の方々の大変さや子供に対する接し方など良く分か

ります。施設の入所者はみんな素直でした。 

 Ｈ君が自分の事や両親の事を教えてくれ，可愛い子でしたよ。お茶摘み，とても楽しかっ

たです。少しでもお役に立てたら嬉しいです。 

 

Ｙ子（６５歳） 

田舎で母親の手伝いをしたことを思い出しました。あの山奥での生活は私が想像もできな

いくらい大変でしょうね。昼食のお弁当や休憩時間の茶菓子や飲み物もとても美味しかっ

た。 

  

「かりいほ」の入所者とのふれあいが，遠く離れて暮らす子供や家族のことを思いやる契

機となり，疎遠になっている家族との「きずな」を取り戻してほしいと願っています。 

 入所者にとって貴重な体験が出来た一日でした。 

 

茶摘みボランティアに参加して 

更生保護法人 栃木明徳会 
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イメージを自由にデザイ

ンする！ 

デザインした紙を見ながら

織る！ 

完成品！販売もしていま

す！ 

あざみ織り研修（Ｈ２５．７）レポート  Ｈ・Ｋさん 

 
滋賀県にあるあざみ寮という施設に行って、あざみ織りを習ってきました。あざみ織りを習いに行ったの

は、今回で２回目になります。かりいほの作業の一つとしてもあざみ織りの作品を作っています。 

あざみ織りとは、いらなくなった古着を裁断して、紐状にして、木枠に凧糸を張ったところに切った布を

結んでいって、座布団の形にするものがあざみ織りというものになります。材料は布だけではなく、毛糸で

作るやり方もあります。 

あざみ織りとは、あざみ寮のブランド名のことで、結び織りともいう。 

あざみ織りの作り方ですが、布にはいろんな色があるので、その色を組み合わせて模様にしたり、キャラ

クターの絵にしたりすることができます。 

座布団の形が主な作品ですが、木枠の大きさの大きいものもあるので、それで作ると大きな作品もでき

る。通常のサイズでも座布団にせず壁にかけたりすると、とても素敵だと思います。 

あざみ織りは、言葉の説明だけで作ってもなかなかうまく作れず、一つでも多くの作品を作りながら自分

の物にしていかないといけないと思いました。 

かりいほとあざみ織り   生活支援員 福田 ミツ子 
  

私達職員があざみ織りを知ったのは、５年程前でした。女子棟ロッカーに機械が沢山あり、中には織り半ば

のものもありました。施設長に話しますと、それはあざみ織りの機械で、職員室にある座布団はそれで織った

物だとのこと。 

改めて座布団を見ますと、模様が様々で材料は布と毛糸に分かれていることが分かりました。利用者の作業

として取り入れてみてはどうかということになり、何人かの職員で調べたところ、簡単な手順書、ファイルが

一冊と、写真が貼ってある説明書が一枚ありましたので、それを見ながらやってみました。平織りの要領で横

糸を通し、縦糸のタコ糸に１０ｃｍ程の長さに切った布を結びつけていくのです。 

これならすぐにでも利用者も出来るのではという事になり、女性利用者５名で始めました。最初のうち、利

用者は結ぶ事しかできず、布を切ったり横糸を通したり、準備は全て職員が行わなければならず、間に合わな

い職員と、それを待てない利用者で、必ずと言っていいほどトラブルが発生しました。その上決められた作業

場がなく、いろりの周辺や食堂と機械を持って移動しなければなりませんでした。その間馬頭町の「もうひと

つの美術館」の空き教室をお借りして、毎日そこに通って行うようにもなりました。 

織物を始めて一年ほどたった頃、施設長より、あざみ織りを始めた施設を見学してみてはどうかとのお話し

があり、利用者何名かと一緒に滋賀県の「あざみ」に実習に行きました。見よう見まねで行っていたのとは違

い、糸の張り方、始末の仕方、修正の仕方などその時に沢山のことを学ばせていただきました。「あざみ」の

職員の方々もとても親切に細かく指導してくださいました。（今年も実習を行い、学ばせていただくととも

に、交流を深める事ができました。） 

「あざみ」から戻って、それぞれが自分でデザインをするようになり、Ａさんは富士山やアニメ、Ｂさんは

女性の顔、Ｃさんは動物といった具合に、一人一人違うものを作るようになりました。現在は創作活動の部屋

ができ、布や毛糸も職員や知人ばかりではなく、小中学校にも協力を頂いてたくさん集まってくるようになり

ました。 

これからは市販できる、きちんとした作品をつくり、注文を受け、要望に応えられるようになりたいと思っ

ています。それが利用者と社会の接点になり、生きがいとなるよう願っています。 
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７月３日～５日まで立山黒部アルペンルートの旅に出かけました。１日目は長

野まで移動し、大王わさび園を散策したり、ちひろ美術館を見学したりしまし

た。宿では豪華な夕食を堪能し、夜はみんなでゲーム大会をしたりして楽しく過

ごしました。２日目に長野県側から立山にぬける予定でしたが、天気が悪かった

ので途中まで行って引き返す事になりました。しかしトロリーバスやロープウェ

イを乗り継いでいくと、山の上の天気は時々晴れ間がみえるほどでした。黒部ダ

ムの放水、残雪、ひんやりとした空気・・・大自然を身近に感じました。利用者

さんは移動したり散策したりして、少々疲れたようですが、いろいろな乗り物に

乗る事ができて楽しんでいたようでした。３日目は富山で路面電車にのったり、

ます寿司ミュージアムを見学したりして帰路につきました。 

 

Kさんの感想 

 路面電車に乗って楽しかった。旅館ではお肉とお刺身とデザートがおいしかっ

た。お風呂が広くて気持ちよかった。 

 

Aさんの感想 

  トロリーバス、ロープウェイ、ケーブルカーに乗った事が楽しかった。またみん

なで旅行に行きたい。 

宿 泊 旅 行 

かりいほ便り 年３回発行（６月、１０月、２月） 

編集発行 障害者支援施設 かりいほ  

〒324－0231 栃木県大田原市北野上３９５２番地 Tel 0287－54－2854 


